
　富
士
市
中
里
に
以
下
の
よ
う
な
銘
文
が
刻
ま
れ
た
墓

碑
が
立
っ
て
い
る
。

　細
井
先
生
之
墓（
題
額
）

　細
井
先
生
名
昌
徳
家
世
仕
幕
府
為
与
力
明
治
維
新
随

　徳
川
氏
移
居
駿
河
為
湖
頭
小
学
校
長
補
訓
導
先
生
教

　人
恂
々
不
倦
生
徒
悦
服
官
数
賜
物
賞
之
廿
五
年
改
湖

　頭
為
須
津
仍
為
其
長
廿
九
年
十
一
月
廿
七
日
歿
年
五

　十
七
受
業
者
謀
立
石
以
表
其
徳
請
余
文
先
生
長
子
鐘

　吉
曽
游
余
門
余
不
能
辞
為
之
銘
曰

　
　古
郷
先
生

　死
而
祭
社

　求
之
於
今

　君
其
人
也

　
　墓
石
三
尺

　母
請
久
麼

　

 

行
者
脱
帽

　騎
者
下
馬

　明
治
三
十
年
一
月

　正
四
位
勲
三
等
田
辺
太
一
撰
文

　并
書

　細
井
昌
徳
は
与
力
と
し
て
幕
府
に
仕
え
た
家
の
人
で

あ
り
、維
新
後
は
駿
河
に
移
住
し
、富
士
郡
の
湖
頭
小
学

校
の
校
長
・
訓
導
と
な
っ
た
。そ
の
教
育
は
行
き
届
き
、生

徒
は
み
な
心
服
し
、官
か
ら
褒
賞
を
授
か
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
だ
っ
た
。明
治
二
五
年（
一
八
九
二
）に
須
津
小
学
校

と
校
名
が
改
ま
っ
た
後
も
校
長
を
つ
と
め
、二
九
年（
一

八
九
六
）一
一
月
二
七
日
、五
七
歳
で
没
し
た
。教
え
子
た

ち
は
墓
碑
の
建
設
を
計
画
し
た
。墓
誌
の
撰
文
を
依
頼
さ

れ
た
田
辺
太
一
は
、昌
徳
の
子
鐘
吉
が
か
つ
て
門
人
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、断
る
こ
と
が
で
き
ず
、こ
の
文
章
を
書
い

た
、と
い
っ
た
こ
と
が
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。な
お
、墓

碑
の
基
台
に
は
発
起
人
、つ
ま
り
教
え
子
た
ち
の
名
も
列

記
さ
れ
て
い
る
。

　他
の
文
献
に
よ
れ
ば
、昌
徳
は
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

九
月
に
富
士
郡
中
里
村（
現
富
士
市
）に
開
校
し
た
小
学

校
・
湖
頭
舎
に
赴
任
、そ
の
校
長
に
な
っ
た
の
は
一
五
年

（
一
八
八
二
）二
月
の
こ
と
と
さ
れ
る
。一
九
年（
一
八
八

六
）に
中
里
尋
常
小
学
校
と
改
称
、さ
ら
に
須
津
尋
常
小

学
校
と
改
称
し
た
の
は
二
三
年（
一
八
九
〇
）の
こ
と

だ
っ
た
の
で（『
須
津
小
学
校
の
歴
史
』）、墓
誌
に
は
正
確

さ
に
欠
け
る
部
分
も
あ
る
ら
し
い
。

　そ
も
そ
も
、安
政
四
年（
一
八
五
七
）四
月
二
九
日
に
昌

平
黌
の
二
階
通
稽
古
を
申
し
込
み
、五
月
二
六
日
に
初
め

て
教
授
佐
藤
一
斎（
捨
蔵
）に
面
会
し
授
業
に
参
加
し
た
、

「
先
手
稲
葉
金
之
丞
組
同
心
半
兵
衛
子
見
習
細
井
鐘
之

助
」（『
昌
平
坂
学
問
所
日
記
』Ⅲ
）な
る
人
物
が
細
井
昌
徳

そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。な
ぜ
な
ら
、子
孫
宅
に

残
さ
れ
た
戸
籍
で
は
昌
徳
の
父
親
の
名
前
は「
半
平
」と

さ
れ
て
お
り
、た
ぶ
ん
百
官
名
の
使
用
禁
止
を
指
令
し
た

明
治
二
年
七
月
の
藩
布
達
に
も
と
づ
き
、「
兵
衛
」を「
平
」

に
改
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。そ
う
な
る
と
、父
は
先
手
同

心
、昌
徳
自
身
も
先
手
同
心
見
習
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

墓
誌
に
記
さ
れ
た「
与
力
」は
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

稲
葉
金
之
丞
正
師
は
先
手
弓
頭
を
つ
と
め
た
旗
本
で
あ

り
、そ
の
部
下
と
し
て
与
力
一
〇
人
、同
心
二
〇
人
が
配

属
さ
れ
て
い
た
の
で
、細
井
家
は
定
員
二
〇
人
の
同
心
の

一
軒
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。鐘
之
助
こ
と
昌
徳
は
、文
久

元
年（
一
八
六
一
）五
月
一
三
日
に
は
昌
平
黌
へ
入
寮
し
、

通
学
生
か
ら
寮
生
に
変
わ
っ
た
。

　東
京
へ
出
て
中
央
官
庁
で
活
躍
し
た
洋
学
者
に
対
し
、

明
治
初
年
静
岡
県
内
で
小
学
校
教
師
を
つ
と
め
た
旧
幕

臣
に
は
漢
学
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。昌
平
黌
の
鐘
之
助

と
湖
頭
舎
の
昌
徳
を
同
一
人
物
と
考
え
る
理
由
も
そ
こ

に
あ
る
。ま
た
、昌
徳
の
息
子
鐘
吉
は
明
治
五
年（
一
八
七

二
）生
ま
れ
だ
っ
た
が
、父
の
通
称
か
ら「
鐘
」の
字
を
引

き
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　と
こ
ろ
で
沼
津
兵
学
校
と
の
関
係
で
あ
る
。細
井
昌
徳

の
名
は
、現
在
の
と
こ
ろ
廃
藩
前
の
史
料
中
に
は
見
出
せ

な
い
。し
か
し
、明
治
五
年
九
月
、学
制
に
も
と
づ
く
小
学

校
の
設
立
に
あ
た
り
、そ
れ
ま
で
の
藩
立
小
学
校
廃
止
に

と
も
な
う
旧
藩
主
か
ら
の
慰
労
金
下
賜
の
対
象
者
と
し

て
、駿
東
・
富
士
郡
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
教
師
四
二
名

の
一
人
と
し
て
彼
の
名
が
登
場
す
る
の
で
あ
る（
拙
稿

「
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
教
授
永
井
直
方
の
日
記
」『
沼

津
市
博
物
館
紀
要
』23
）。そ
の
時
の
彼
の
肩
書
は「
教
導

筋
取
扱
」と
い
っ
た
。駿
東
・
富
士
郡
で
藩
政
時
代
か
ら
教

鞭
を
と
っ
て
い
た
者
た
ち
と
は
、沼
津
兵
学
校
附
属
小
学

校
と
そ
の
分
校
で
あ
る
沢
田
学
校
所
・
厚
原
小
学
所
・
万

野
原
学
校
所
の
教
員
た
ち
で
あ
る
。教
導
筋
取
扱
と
し
て

細
井
と
名
を
並
べ
て
い
る
原
源
次
郎
は
、富
士
郡
居
住
の

旧
幕
臣
を
管
理
し
た
沼
津
勤
番
組
九
番
頬
世
話
役
介

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り（『
沼
津
御
役
人
附
』）、そ

う
な
る
と
細
井
も
富
士
郡
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が

高
く
、勤
務
先
は
富
士
郡
に
置
か
れ
た
厚
原
小
学
所
か
万

野
原
学
校
所
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。た
だ
し
、現
在

知
ら
れ
て
い
る
両
校
の
教
員
中
に
二
人
の
名
前
は
な
い
。

　後
年
、江
原
素
六
は
講
演
の
中
で
、沼
津
兵
学
校
の
附

属
小
学
校
を
複
数
設
置
し
た
際
の
苦
労
話
と
し
て
、ど
の

村
で
も
百
姓
た
ち
が
迷
惑
が
る
の
を
何
と
か
説
得
し
な

が
ら
、六
か
所
、も
し
く
は
一
〇
か
所
ほ
ど
に
学
校
を
建

て
た
と
述
べ
る（「
維
新
以
来
の
教
育
を
回
顧
す
」『
斯
民
』

第
五
編
第
一
号
、一
九
一
〇
年
四
月
）。現
在
知
ら
れ
て
い

る
兵
学
校
附
属
小
学
校
は
、本
校
・
分
校
合
わ
せ
、前
述
し

た
よ
う
に
沼
津
・
沢
田
・
厚
原
・
万
野
原
の
四
か
所
の
み
で

あ
り
、六
校
も
し
く
は
一
〇
校
と
い
う
の
は
多
す
ぎ
る
。

　し
か
し
、明
治
五
年
九
月
、江
原
が
主
導
し
て
駿
東
・
富

士
郡
下
で
学
制
に
依
拠
し
た
最
初
の
公
立
小
学
校
を
設

立
し
よ
う
と
し
た
際
の
計
画
で
は
、藩
立
小
学
校
を
そ
の

ま
ま
継
承
す
る
沼
津（
第
一
校
）・
沢
田（
第
二
校
）・
厚
原

（
第
四
校
）・
万
野
原（
第
七
校
）に
加
え
、長
窪（
第
三
校
、

現
長
泉
町
）・
蓼
原（
第
五
校
、現
富
士
市
）・
大
宮（
第
六
校
、

現
富
士
宮
市
）の
三
校
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。全
七
校
で

あ
れ
ば
、先
の
江
原
の
講
演
内
容
と
は
符
合
す
る
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、こ
れ
ら
三
か
所
に
は
、廃
藩
前
に
、す

で
に
静
岡
藩
立
の
小
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
？

　そ
れ
と
も
、三
校
は
あ
く
ま
で
廃
藩
後
の
新
設

計
画
に
す
ぎ
ず
、先
の
江
原
の
回
想
は
藩
政
時
代
の
こ
と

と
廃
藩
後
の
こ
と
を
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

　元
長
窪
村
は
沢
田
・
万
野
原
と
同
じ
く
士
族
長
屋
が
建

て
ら
れ
た
静
岡
藩
士
の
集
住
地
だ
が
、蓼
原
村
・
大
宮
町

は
そ
れ
と
は
違
う
。と
は
い
え
、士
族
集
住
地
で
な
い
の

は
厚
原
も
同
じ
だ
っ
た
。元
長
窪
で
は
旧
幕
臣
林
如
山
が

円
蔵
寺
で
子
弟
を
教
え
た
ほ
か（
大
野
虎
雄「
元
長
窪
土

着
士
族
の
事
業
」『
静
岡
県
郷
土
研
究
』第
十
八
輯
）、蓼
原

に
は
明
治
元
年
か
ら
旧
幕
臣
磯
部
物
外
が
開
い
た
私
塾

が
あ
っ
た
が（『
静
岡
県
富
士
郡
誌
』）、い
ず
れ
も
藩
立
小

学
校
で
は
な
い
。

　藩
政
時
代
か
ら
富
士
郡
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
ら
し

い
も
の
の
、厚
原
・
万
野
原
の
教
員
中
に
は
見
当
た
ら
な

い
細
井
昌
徳
の
存
在
は
、蓼
原
・
大
宮
に
未
知
の
藩
立
小

学
校
が
実
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、そ
れ
は
全
く
の
的
外
れ
か
も
し
れ
な
い
。

　墓
誌
の
選
者
田
辺
太
一
が
沼
津
兵
学
校
一
等
教
授

だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、そ
の
文
面
は
細
井

と
沼
津
兵
学
校
と
の
関
り
に
つ
い
て
は
何
も
伝
え
て
く

れ
て
い
な
い
。

　ち
な
み
に
、昌
徳
の
子
鐘
吉
は
、富
士
郡
在
住
で
沼
津

勤
番
組
九
番
頬
頭
取
だ
っ
た
小
西
敬
之（
数
馬
）の
娘
や

す
と
結
婚
し
、夫
婦
と
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
、後
年

は
救
世
軍
で
活
動
し
た
。や
す
は
東
洋
英
和
女
学
校
の
出

身
だ
っ
た
と
い
う
。小
西
は
江
原
素
六
と
同
じ
撒
兵
隊
に

属
し
た
人
。昌
徳
と
同
じ
く
湖
頭
舎
で
教
鞭
を
と
っ
た
旧

幕
臣
教
師
に
は
、明
治
十
年
代
に
江
原
の
富
士
郡
で
の
布

教
活
動
に
協
力
し
た
磯
正
民
が
い
た
。富
士
郡
在
住
の
旧

幕
臣
と
江
原
と
は
、キ
リ
ス
ト
教
を
介
し
て
も
つ
な
が
り

が
維
持
さ
れ
た
ら
し
い
。

　本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、細
井
邦
生
様
か
ら
は
、昌
徳
の

弟
辰
五
郎
が
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
戦
死
し
た
こ
と
な
ど
、

こ
こ
に
記
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
含
め
様
々
な
情
報

提
供
を
い
た
だ
い
た
た
。記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
樋
口
雄
彦
）

細井邦生氏提供
第二次長州征討時に撮影

小西敬之

　

　

　

　

　令和４年５月15日（日）
JR沼津駅北口広場に新しく
建立された江原素六の銅像
の除幕式と献茶式が挙行さ
れました。

公益社団法人江原素六先生
顕彰会によって、江原素六誕
生180周年・没後100周年を
記念して建立されました。

史料館の イベント
高校生のための
　　一日学芸員体験講座　
学芸員の仕事を体験しよう！
対　象：沼津市在住・通学の高校生
月　日：8月4日（木） 10時～12時
定　員：10名程度（先着順）
　　　 8月3日までに電話で申込
持ち物：筆記用具・飲み物
参加費：無料

小学生歴史教室　
～聞いて・みて・考えよう
　　私たちが住むまちの戦争のこと～
戦争体験者の話を聞いて、
　　　　　戦争史跡を見に行こう！
対　象：沼津市内の小学校4～6年生
月　日：8月9日（火） 9時30分～12時
定　員：10名程度
持ち物：飲み物・筆記用具・タオル・帽子
参加費：保険料1人24円

マイクロバスで市内の戦争史跡を見学しよう！
対　象：市内の小学校4～6年生とその保護者
月　日：8月10日（水） 9時～12時
　　　 8月11日（木・祝） 9時～12時
定　員：各回ともに10名程度
持ち物：筆記用具・飲み物・タオル・帽子
参加費：保険料1人24円、資料代1冊300円

平和を考える戦争史跡めぐり　

平和を考える戦争史跡めぐり・小学生
歴史教室は、7月31日（日）16時30分
までに電話、FAX、メール、直接のいず
れかでお申込みください。応募者多数
の場合は抽選となります。
詳しくはお問い合わせください。

沼津市明治史料館通信
第150号

令和４年7月25日
編集・発行　沼津市明治史料館
〒410-0051 沼津市西熊堂372-1

TEL 055-923-3335
FAX 055-925-3018
印刷　株式会社 耕文社

おしらせ

二
〇
二
二
年
七
月

■江原素六とその周辺　64
　　　　　　　江原素六と広岡浅子

■シリーズ　沼津兵学校とその人材　106
　　　　　　　細井昌徳とその墓碑

■おしらせ

通
巻
150
号

全国協同伝道門司市長尾氏官舎前記念写真
明治学院歴史資料館蔵

中央、着席の人物左端が江原素六、その隣が広岡浅子。

木
村
清
松

　
　宮
川
経
輝

三
浦
宗
四
郎

　
　森
村
市
左
衛
門

井
深
梶
之
助

　
　広
岡
浅
子

長
尾
半
平

　
　江
原
素
六



　広
岡
浅
子（
一
八
四
九
〜
一
九
一
九
）は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
の
朝
ド
ラ「
あ
さ
が
来
た
」（
二
〇
一
五
年
放
送
）の
主

人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
女
性
実
業
家
で
あ
る
。三
井
財

閥
の
一
族
に
生
ま
れ
、大
阪
の
豪
商
広
岡
家（
加
島
屋
）に

嫁
ぎ
、明
治
期
に
は
炭
鉱
・
銀
行
・
生
命
保
険
と
い
っ
た
各

種
事
業
を
手
が
け
た
。キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
の
は
明

治
四
四
年（
一
九
一
一
）と
遅
か
っ
た
が
、以
後
、日
本
基

督
教
女
子
青
年
会（
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
）中
央
委
員
を
つ
と
め
、廃

娼
運
動
に
取
り
組
む
な
ど
、社
会
事
業
に
も
貢
献
し
た
。

　ド
ラ
マ
で
も
描
か
れ
た
通
り
、広
岡
は
初
の
本
格
的
な

女
子
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
日
本
女
子
大
学
校（
現
日
本

女
子
大
学
）の
設
立
に
も
多
大
な
協
力
を
し
た
。そ
の
準

備
段
階
、明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）三
月
二
五
日
に
帝
国

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
女
子
大
学
開
設
を
目
指
す
第
一
回

創
立
披
露
会
に
は
、大
隈
重
信
ら
と
と
も
に
江
原
素
六
・

島
田
三
郎
ら
が
賛
成
演
説
を
行
っ
た（『
東
京
朝
日
新
聞
』

明
治
三
〇
年
三
月
二
六
日
付
、『
日
本
女
子
大
学
校
四
十

年
史
』）。そ
し
て
江
原
は
、三
四
年（
一
九
〇
一
）四
月
二

〇
日
の
開
校
式
に
も
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
い
る（
同
三

四
年
四
月
二
二
日
付
）。そ
の
頃
か
ら
江
原
と
広
岡
は
知

り
合
い
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　廃
娼
運
動
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
明
治
四
四
年（
一

九
一
一
）七
月
に
廓
清
会
が
結
成
さ
れ
た
際
、江
原
は
発

起
人
総
代
を
つ
と
め
た（『
日
本
廃
娼
運
動
史
』）。発
起
人

兼
評
議
員
全
四
四
名
の
う
ち
一
三
名
を
占
め
た
女
性
の

中
に
は
広
岡
が
い
た（『
廓
清
』第
一
巻
第
二
号
）。四
四
名

中
に
は
、島
田
三
郎（
会
長
）・
服
部
綾
雄
ら
沼
津
兵
学
校
・

沼
津
藩
ゆ
か
り
の
人
物
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

　掲
載
し
た
写
真
は
、大
正
三
年（
一
九
一
四
）六
月
、福

岡
県
の
門
司（
現
北
九
州
市
）で
撮
影
さ
れ
た
集
合
写
真

で
あ
り
、前
列
中
央
に
江
原
と
広
岡
が
並
ん
で
写
っ
て
い

る
。全
国
協
同
伝
道
の
際
に
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
鉄

道
院
九
州
管
理
局
長
の
長
尾
半
平
の
官
舎
に
て
撮
影
さ

れ
た
も
の
。

　全
国
協
同
伝
道
と
は
、一
九
一
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
・
エ

ジ
ン
バ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
宣
教
大
会
の
影
響
を
受

け
、大
正
三
年（
一
九
一
四
）か
ら
六
年（
一
九
一
七
）ま
で
、

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
が
共
同
し
て
実
施
し
た

キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
た
め
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
こ

と
。全
国
大
小
の
都
市
で
祈
祷
会
・
講
演
会
な
ど
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
相
と

も
相
ま
っ
て
、教
会
数
や
信
者
数
を
一
気
に
増
加
さ
せ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　門
司
な
ど
の
関
門
地
方
で
は
、大
正
三
年
六
月
五
日
か

ら
一
一
日
ま
で
伝
道
が
実
施
さ
れ
、一
〇
〇
件
の
集
会
が

開
か
れ
、聴
衆
は
三
二
〇
〇
名
、志
道
者
は
七
五
〇
名
に

の
ぼ
っ
た
と
い
う
。広
岡
も
講
演
し
た
し
、江
原
は
若
松

（
現
北
九
州
市
）の
商
業
会
議
所
で
講
演
を
行
っ
て
い
る

（『
三
年
継
続
全
国
協
同
伝
道
』）。全
国
協
同
伝
道
に
お
い

て
江
原
は
、「
各
方
面
よ
り
最
も
多
く
要
求
せ
ら
れ
た
る

弁
士
の
一
人
」だ
っ
た
と
い
う（『
基
督
者
と
し
て
の
江
原

素
六
先
生
』）。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
樋
口
雄
彦
）

　富
士
市
中
里
に
以
下
の
よ
う
な
銘
文
が
刻
ま
れ
た
墓

碑
が
立
っ
て
い
る
。

　細
井
先
生
之
墓（
題
額
）

　細
井
先
生
名
昌
徳
家
世
仕
幕
府
為
与
力
明
治
維
新
随

　徳
川
氏
移
居
駿
河
為
湖
頭
小
学
校
長
補
訓
導
先
生
教

　人
恂
々
不
倦
生
徒
悦
服
官
数
賜
物
賞
之
廿
五
年
改
湖

　頭
為
須
津
仍
為
其
長
廿
九
年
十
一
月
廿
七
日
歿
年
五

　十
七
受
業
者
謀
立
石
以
表
其
徳
請
余
文
先
生
長
子
鐘

　吉
曽
游
余
門
余
不
能
辞
為
之
銘
曰

　
　古
郷
先
生

　死
而
祭
社

　求
之
於
今

　君
其
人
也

　
　墓
石
三
尺

　母
請
久
麼

　

 

行
者
脱
帽

　騎
者
下
馬

　明
治
三
十
年
一
月

　正
四
位
勲
三
等
田
辺
太
一
撰
文

　并
書

　細
井
昌
徳
は
与
力
と
し
て
幕
府
に
仕
え
た
家
の
人
で

あ
り
、維
新
後
は
駿
河
に
移
住
し
、富
士
郡
の
湖
頭
小
学

校
の
校
長
・
訓
導
と
な
っ
た
。そ
の
教
育
は
行
き
届
き
、生

徒
は
み
な
心
服
し
、官
か
ら
褒
賞
を
授
か
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
だ
っ
た
。明
治
二
五
年（
一
八
九
二
）に
須
津
小
学
校

と
校
名
が
改
ま
っ
た
後
も
校
長
を
つ
と
め
、二
九
年（
一

八
九
六
）一
一
月
二
七
日
、五
七
歳
で
没
し
た
。教
え
子
た

ち
は
墓
碑
の
建
設
を
計
画
し
た
。墓
誌
の
撰
文
を
依
頼
さ

れ
た
田
辺
太
一
は
、昌
徳
の
子
鐘
吉
が
か
つ
て
門
人
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、断
る
こ
と
が
で
き
ず
、こ
の
文
章
を
書
い

た
、と
い
っ
た
こ
と
が
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。な
お
、墓

碑
の
基
台
に
は
発
起
人
、つ
ま
り
教
え
子
た
ち
の
名
も
列

記
さ
れ
て
い
る
。

　他
の
文
献
に
よ
れ
ば
、昌
徳
は
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

九
月
に
富
士
郡
中
里
村（
現
富
士
市
）に
開
校
し
た
小
学

校
・
湖
頭
舎
に
赴
任
、そ
の
校
長
に
な
っ
た
の
は
一
五
年

（
一
八
八
二
）二
月
の
こ
と
と
さ
れ
る
。一
九
年（
一
八
八

六
）に
中
里
尋
常
小
学
校
と
改
称
、さ
ら
に
須
津
尋
常
小

学
校
と
改
称
し
た
の
は
二
三
年（
一
八
九
〇
）の
こ
と

だ
っ
た
の
で（『
須
津
小
学
校
の
歴
史
』）、墓
誌
に
は
正
確

さ
に
欠
け
る
部
分
も
あ
る
ら
し
い
。

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺

　64

江
原
素
六
と
広
岡
浅
子

シ
リ
ー
ズ 

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

　106

細
井
昌
徳
と
そ
の
墓
碑

　そ
も
そ
も
、安
政
四
年（
一
八
五
七
）四
月
二
九
日
に
昌

平
黌
の
二
階
通
稽
古
を
申
し
込
み
、五
月
二
六
日
に
初
め

て
教
授
佐
藤
一
斎（
捨
蔵
）に
面
会
し
授
業
に
参
加
し
た
、

「
先
手
稲
葉
金
之
丞
組
同
心
半
兵
衛
子
見
習
細
井
鐘
之

助
」（『
昌
平
坂
学
問
所
日
記
』Ⅲ
）な
る
人
物
が
細
井
昌
徳

そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。な
ぜ
な
ら
、子
孫
宅
に

残
さ
れ
た
戸
籍
で
は
昌
徳
の
父
親
の
名
前
は「
半
平
」と

さ
れ
て
お
り
、た
ぶ
ん
百
官
名
の
使
用
禁
止
を
指
令
し
た

明
治
二
年
七
月
の
藩
布
達
に
も
と
づ
き
、「
兵
衛
」を「
平
」

に
改
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。そ
う
な
る
と
、父
は
先
手
同

心
、昌
徳
自
身
も
先
手
同
心
見
習
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

墓
誌
に
記
さ
れ
た「
与
力
」は
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

稲
葉
金
之
丞
正
師
は
先
手
弓
頭
を
つ
と
め
た
旗
本
で
あ

り
、そ
の
部
下
と
し
て
与
力
一
〇
人
、同
心
二
〇
人
が
配

属
さ
れ
て
い
た
の
で
、細
井
家
は
定
員
二
〇
人
の
同
心
の

一
軒
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。鐘
之
助
こ
と
昌
徳
は
、文
久

元
年（
一
八
六
一
）五
月
一
三
日
に
は
昌
平
黌
へ
入
寮
し
、

通
学
生
か
ら
寮
生
に
変
わ
っ
た
。

　東
京
へ
出
て
中
央
官
庁
で
活
躍
し
た
洋
学
者
に
対
し
、

明
治
初
年
静
岡
県
内
で
小
学
校
教
師
を
つ
と
め
た
旧
幕

臣
に
は
漢
学
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。昌
平
黌
の
鐘
之
助

と
湖
頭
舎
の
昌
徳
を
同
一
人
物
と
考
え
る
理
由
も
そ
こ

に
あ
る
。ま
た
、昌
徳
の
息
子
鐘
吉
は
明
治
五
年（
一
八
七

二
）生
ま
れ
だ
っ
た
が
、父
の
通
称
か
ら「
鐘
」の
字
を
引

き
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　と
こ
ろ
で
沼
津
兵
学
校
と
の
関
係
で
あ
る
。細
井
昌
徳

の
名
は
、現
在
の
と
こ
ろ
廃
藩
前
の
史
料
中
に
は
見
出
せ

な
い
。し
か
し
、明
治
五
年
九
月
、学
制
に
も
と
づ
く
小
学

校
の
設
立
に
あ
た
り
、そ
れ
ま
で
の
藩
立
小
学
校
廃
止
に

と
も
な
う
旧
藩
主
か
ら
の
慰
労
金
下
賜
の
対
象
者
と
し

て
、駿
東
・
富
士
郡
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
教
師
四
二
名

の
一
人
と
し
て
彼
の
名
が
登
場
す
る
の
で
あ
る（
拙
稿

「
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
教
授
永
井
直
方
の
日
記
」『
沼

津
市
博
物
館
紀
要
』23
）。そ
の
時
の
彼
の
肩
書
は「
教
導

筋
取
扱
」と
い
っ
た
。駿
東
・
富
士
郡
で
藩
政
時
代
か
ら
教

鞭
を
と
っ
て
い
た
者
た
ち
と
は
、沼
津
兵
学
校
附
属
小
学

校
と
そ
の
分
校
で
あ
る
沢
田
学
校
所
・
厚
原
小
学
所
・
万

野
原
学
校
所
の
教
員
た
ち
で
あ
る
。教
導
筋
取
扱
と
し
て

細
井
と
名
を
並
べ
て
い
る
原
源
次
郎
は
、富
士
郡
居
住
の

旧
幕
臣
を
管
理
し
た
沼
津
勤
番
組
九
番
頬
世
話
役
介

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り（『
沼
津
御
役
人
附
』）、そ

う
な
る
と
細
井
も
富
士
郡
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が

高
く
、勤
務
先
は
富
士
郡
に
置
か
れ
た
厚
原
小
学
所
か
万

野
原
学
校
所
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。た
だ
し
、現
在

知
ら
れ
て
い
る
両
校
の
教
員
中
に
二
人
の
名
前
は
な
い
。

　後
年
、江
原
素
六
は
講
演
の
中
で
、沼
津
兵
学
校
の
附

属
小
学
校
を
複
数
設
置
し
た
際
の
苦
労
話
と
し
て
、ど
の

村
で
も
百
姓
た
ち
が
迷
惑
が
る
の
を
何
と
か
説
得
し
な

が
ら
、六
か
所
、も
し
く
は
一
〇
か
所
ほ
ど
に
学
校
を
建

て
た
と
述
べ
る（「
維
新
以
来
の
教
育
を
回
顧
す
」『
斯
民
』

第
五
編
第
一
号
、一
九
一
〇
年
四
月
）。現
在
知
ら
れ
て
い

る
兵
学
校
附
属
小
学
校
は
、本
校
・
分
校
合
わ
せ
、前
述
し

た
よ
う
に
沼
津
・
沢
田
・
厚
原
・
万
野
原
の
四
か
所
の
み
で

あ
り
、六
校
も
し
く
は
一
〇
校
と
い
う
の
は
多
す
ぎ
る
。

　し
か
し
、明
治
五
年
九
月
、江
原
が
主
導
し
て
駿
東
・
富

士
郡
下
で
学
制
に
依
拠
し
た
最
初
の
公
立
小
学
校
を
設

立
し
よ
う
と
し
た
際
の
計
画
で
は
、藩
立
小
学
校
を
そ
の

ま
ま
継
承
す
る
沼
津（
第
一
校
）・
沢
田（
第
二
校
）・
厚
原

（
第
四
校
）・
万
野
原（
第
七
校
）に
加
え
、長
窪（
第
三
校
、

現
長
泉
町
）・
蓼
原（
第
五
校
、現
富
士
市
）・
大
宮（
第
六
校
、 富士市中里

細井昌徳の墓碑

現
富
士
宮
市
）の
三
校
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。全
七
校
で

あ
れ
ば
、先
の
江
原
の
講
演
内
容
と
は
符
合
す
る
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、こ
れ
ら
三
か
所
に
は
、廃
藩
前
に
、す

で
に
静
岡
藩
立
の
小
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
？

　そ
れ
と
も
、三
校
は
あ
く
ま
で
廃
藩
後
の
新
設

計
画
に
す
ぎ
ず
、先
の
江
原
の
回
想
は
藩
政
時
代
の
こ
と

と
廃
藩
後
の
こ
と
を
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

　元
長
窪
村
は
沢
田
・
万
野
原
と
同
じ
く
士
族
長
屋
が
建

て
ら
れ
た
静
岡
藩
士
の
集
住
地
だ
が
、蓼
原
村
・
大
宮
町

は
そ
れ
と
は
違
う
。と
は
い
え
、士
族
集
住
地
で
な
い
の

は
厚
原
も
同
じ
だ
っ
た
。元
長
窪
で
は
旧
幕
臣
林
如
山
が

円
蔵
寺
で
子
弟
を
教
え
た
ほ
か（
大
野
虎
雄「
元
長
窪
土

着
士
族
の
事
業
」『
静
岡
県
郷
土
研
究
』第
十
八
輯
）、蓼
原

に
は
明
治
元
年
か
ら
旧
幕
臣
磯
部
物
外
が
開
い
た
私
塾

が
あ
っ
た
が（『
静
岡
県
富
士
郡
誌
』）、い
ず
れ
も
藩
立
小

学
校
で
は
な
い
。

　藩
政
時
代
か
ら
富
士
郡
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
ら
し

い
も
の
の
、厚
原
・
万
野
原
の
教
員
中
に
は
見
当
た
ら
な

い
細
井
昌
徳
の
存
在
は
、蓼
原
・
大
宮
に
未
知
の
藩
立
小

学
校
が
実
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、そ
れ
は
全
く
の
的
外
れ
か
も
し
れ
な
い
。

　墓
誌
の
選
者
田
辺
太
一
が
沼
津
兵
学
校
一
等
教
授

だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、そ
の
文
面
は
細
井

と
沼
津
兵
学
校
と
の
関
り
に
つ
い
て
は
何
も
伝
え
て
く

れ
て
い
な
い
。

　ち
な
み
に
、昌
徳
の
子
鐘
吉
は
、富
士
郡
在
住
で
沼
津

勤
番
組
九
番
頬
頭
取
だ
っ
た
小
西
敬
之（
数
馬
）の
娘
や

す
と
結
婚
し
、夫
婦
と
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
、後
年

は
救
世
軍
で
活
動
し
た
。や
す
は
東
洋
英
和
女
学
校
の
出

身
だ
っ
た
と
い
う
。小
西
は
江
原
素
六
と
同
じ
撒
兵
隊
に

属
し
た
人
。昌
徳
と
同
じ
く
湖
頭
舎
で
教
鞭
を
と
っ
た
旧

幕
臣
教
師
に
は
、明
治
十
年
代
に
江
原
の
富
士
郡
で
の
布

教
活
動
に
協
力
し
た
磯
正
民
が
い
た
。富
士
郡
在
住
の
旧

幕
臣
と
江
原
と
は
、キ
リ
ス
ト
教
を
介
し
て
も
つ
な
が
り

が
維
持
さ
れ
た
ら
し
い
。

　本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、細
井
邦
生
様
か
ら
は
、昌
徳
の

弟
辰
五
郎
が
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
戦
死
し
た
こ
と
な
ど
、

こ
こ
に
記
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
含
め
様
々
な
情
報

提
供
を
い
た
だ
い
た
た
。記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
樋
口
雄
彦
）

細井邦生氏提供
細井昌徳



　広
岡
浅
子（
一
八
四
九
〜
一
九
一
九
）は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
の
朝
ド
ラ「
あ
さ
が
来
た
」（
二
〇
一
五
年
放
送
）の
主

人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
女
性
実
業
家
で
あ
る
。三
井
財

閥
の
一
族
に
生
ま
れ
、大
阪
の
豪
商
広
岡
家（
加
島
屋
）に

嫁
ぎ
、明
治
期
に
は
炭
鉱
・
銀
行
・
生
命
保
険
と
い
っ
た
各

種
事
業
を
手
が
け
た
。キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
の
は
明

治
四
四
年（
一
九
一
一
）と
遅
か
っ
た
が
、以
後
、日
本
基

督
教
女
子
青
年
会（
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
）中
央
委
員
を
つ
と
め
、廃

娼
運
動
に
取
り
組
む
な
ど
、社
会
事
業
に
も
貢
献
し
た
。

　ド
ラ
マ
で
も
描
か
れ
た
通
り
、広
岡
は
初
の
本
格
的
な

女
子
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
日
本
女
子
大
学
校（
現
日
本

女
子
大
学
）の
設
立
に
も
多
大
な
協
力
を
し
た
。そ
の
準

備
段
階
、明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）三
月
二
五
日
に
帝
国

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
女
子
大
学
開
設
を
目
指
す
第
一
回

創
立
披
露
会
に
は
、大
隈
重
信
ら
と
と
も
に
江
原
素
六
・

島
田
三
郎
ら
が
賛
成
演
説
を
行
っ
た（『
東
京
朝
日
新
聞
』

明
治
三
〇
年
三
月
二
六
日
付
、『
日
本
女
子
大
学
校
四
十

年
史
』）。そ
し
て
江
原
は
、三
四
年（
一
九
〇
一
）四
月
二

〇
日
の
開
校
式
に
も
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
い
る（
同
三

四
年
四
月
二
二
日
付
）。そ
の
頃
か
ら
江
原
と
広
岡
は
知

り
合
い
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　廃
娼
運
動
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て
明
治
四
四
年（
一

九
一
一
）七
月
に
廓
清
会
が
結
成
さ
れ
た
際
、江
原
は
発

起
人
総
代
を
つ
と
め
た（『
日
本
廃
娼
運
動
史
』）。発
起
人

兼
評
議
員
全
四
四
名
の
う
ち
一
三
名
を
占
め
た
女
性
の

中
に
は
広
岡
が
い
た（『
廓
清
』第
一
巻
第
二
号
）。四
四
名

中
に
は
、島
田
三
郎（
会
長
）・
服
部
綾
雄
ら
沼
津
兵
学
校
・

沼
津
藩
ゆ
か
り
の
人
物
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

　掲
載
し
た
写
真
は
、大
正
三
年（
一
九
一
四
）六
月
、福

岡
県
の
門
司（
現
北
九
州
市
）で
撮
影
さ
れ
た
集
合
写
真

で
あ
り
、前
列
中
央
に
江
原
と
広
岡
が
並
ん
で
写
っ
て
い

る
。全
国
協
同
伝
道
の
際
に
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
鉄

道
院
九
州
管
理
局
長
の
長
尾
半
平
の
官
舎
に
て
撮
影
さ

れ
た
も
の
。

　全
国
協
同
伝
道
と
は
、一
九
一
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
・
エ

ジ
ン
バ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
宣
教
大
会
の
影
響
を
受

け
、大
正
三
年（
一
九
一
四
）か
ら
六
年（
一
九
一
七
）ま
で
、

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
が
共
同
し
て
実
施
し
た

キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
た
め
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
こ

と
。全
国
大
小
の
都
市
で
祈
祷
会
・
講
演
会
な
ど
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
相
と

も
相
ま
っ
て
、教
会
数
や
信
者
数
を
一
気
に
増
加
さ
せ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　門
司
な
ど
の
関
門
地
方
で
は
、大
正
三
年
六
月
五
日
か

ら
一
一
日
ま
で
伝
道
が
実
施
さ
れ
、一
〇
〇
件
の
集
会
が

開
か
れ
、聴
衆
は
三
二
〇
〇
名
、志
道
者
は
七
五
〇
名
に

の
ぼ
っ
た
と
い
う
。広
岡
も
講
演
し
た
し
、江
原
は
若
松

（
現
北
九
州
市
）の
商
業
会
議
所
で
講
演
を
行
っ
て
い
る

（『
三
年
継
続
全
国
協
同
伝
道
』）。全
国
協
同
伝
道
に
お
い

て
江
原
は
、「
各
方
面
よ
り
最
も
多
く
要
求
せ
ら
れ
た
る

弁
士
の
一
人
」だ
っ
た
と
い
う（『
基
督
者
と
し
て
の
江
原

素
六
先
生
』）。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
樋
口
雄
彦
）

　富
士
市
中
里
に
以
下
の
よ
う
な
銘
文
が
刻
ま
れ
た
墓

碑
が
立
っ
て
い
る
。

　細
井
先
生
之
墓（
題
額
）

　細
井
先
生
名
昌
徳
家
世
仕
幕
府
為
与
力
明
治
維
新
随

　徳
川
氏
移
居
駿
河
為
湖
頭
小
学
校
長
補
訓
導
先
生
教

　人
恂
々
不
倦
生
徒
悦
服
官
数
賜
物
賞
之
廿
五
年
改
湖

　頭
為
須
津
仍
為
其
長
廿
九
年
十
一
月
廿
七
日
歿
年
五

　十
七
受
業
者
謀
立
石
以
表
其
徳
請
余
文
先
生
長
子
鐘

　吉
曽
游
余
門
余
不
能
辞
為
之
銘
曰

　
　古
郷
先
生

　死
而
祭
社

　求
之
於
今

　君
其
人
也

　
　墓
石
三
尺

　母
請
久
麼

　

 

行
者
脱
帽

　騎
者
下
馬

　明
治
三
十
年
一
月

　正
四
位
勲
三
等
田
辺
太
一
撰
文

　并
書

　細
井
昌
徳
は
与
力
と
し
て
幕
府
に
仕
え
た
家
の
人
で

あ
り
、維
新
後
は
駿
河
に
移
住
し
、富
士
郡
の
湖
頭
小
学

校
の
校
長
・
訓
導
と
な
っ
た
。そ
の
教
育
は
行
き
届
き
、生

徒
は
み
な
心
服
し
、官
か
ら
褒
賞
を
授
か
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
だ
っ
た
。明
治
二
五
年（
一
八
九
二
）に
須
津
小
学
校

と
校
名
が
改
ま
っ
た
後
も
校
長
を
つ
と
め
、二
九
年（
一

八
九
六
）一
一
月
二
七
日
、五
七
歳
で
没
し
た
。教
え
子
た

ち
は
墓
碑
の
建
設
を
計
画
し
た
。墓
誌
の
撰
文
を
依
頼
さ

れ
た
田
辺
太
一
は
、昌
徳
の
子
鐘
吉
が
か
つ
て
門
人
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、断
る
こ
と
が
で
き
ず
、こ
の
文
章
を
書
い

た
、と
い
っ
た
こ
と
が
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。な
お
、墓

碑
の
基
台
に
は
発
起
人
、つ
ま
り
教
え
子
た
ち
の
名
も
列

記
さ
れ
て
い
る
。

　他
の
文
献
に
よ
れ
ば
、昌
徳
は
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

九
月
に
富
士
郡
中
里
村（
現
富
士
市
）に
開
校
し
た
小
学

校
・
湖
頭
舎
に
赴
任
、そ
の
校
長
に
な
っ
た
の
は
一
五
年

（
一
八
八
二
）二
月
の
こ
と
と
さ
れ
る
。一
九
年（
一
八
八

六
）に
中
里
尋
常
小
学
校
と
改
称
、さ
ら
に
須
津
尋
常
小

学
校
と
改
称
し
た
の
は
二
三
年（
一
八
九
〇
）の
こ
と

だ
っ
た
の
で（『
須
津
小
学
校
の
歴
史
』）、墓
誌
に
は
正
確

さ
に
欠
け
る
部
分
も
あ
る
ら
し
い
。

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺

　64

江
原
素
六
と
広
岡
浅
子

シ
リ
ー
ズ 

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

　106

細
井
昌
徳
と
そ
の
墓
碑

　そ
も
そ
も
、安
政
四
年（
一
八
五
七
）四
月
二
九
日
に
昌

平
黌
の
二
階
通
稽
古
を
申
し
込
み
、五
月
二
六
日
に
初
め

て
教
授
佐
藤
一
斎（
捨
蔵
）に
面
会
し
授
業
に
参
加
し
た
、

「
先
手
稲
葉
金
之
丞
組
同
心
半
兵
衛
子
見
習
細
井
鐘
之

助
」（『
昌
平
坂
学
問
所
日
記
』Ⅲ
）な
る
人
物
が
細
井
昌
徳

そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。な
ぜ
な
ら
、子
孫
宅
に

残
さ
れ
た
戸
籍
で
は
昌
徳
の
父
親
の
名
前
は「
半
平
」と

さ
れ
て
お
り
、た
ぶ
ん
百
官
名
の
使
用
禁
止
を
指
令
し
た

明
治
二
年
七
月
の
藩
布
達
に
も
と
づ
き
、「
兵
衛
」を「
平
」

に
改
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。そ
う
な
る
と
、父
は
先
手
同

心
、昌
徳
自
身
も
先
手
同
心
見
習
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

墓
誌
に
記
さ
れ
た「
与
力
」は
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

稲
葉
金
之
丞
正
師
は
先
手
弓
頭
を
つ
と
め
た
旗
本
で
あ

り
、そ
の
部
下
と
し
て
与
力
一
〇
人
、同
心
二
〇
人
が
配

属
さ
れ
て
い
た
の
で
、細
井
家
は
定
員
二
〇
人
の
同
心
の

一
軒
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。鐘
之
助
こ
と
昌
徳
は
、文
久

元
年（
一
八
六
一
）五
月
一
三
日
に
は
昌
平
黌
へ
入
寮
し
、

通
学
生
か
ら
寮
生
に
変
わ
っ
た
。

　東
京
へ
出
て
中
央
官
庁
で
活
躍
し
た
洋
学
者
に
対
し
、

明
治
初
年
静
岡
県
内
で
小
学
校
教
師
を
つ
と
め
た
旧
幕

臣
に
は
漢
学
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。昌
平
黌
の
鐘
之
助

と
湖
頭
舎
の
昌
徳
を
同
一
人
物
と
考
え
る
理
由
も
そ
こ

に
あ
る
。ま
た
、昌
徳
の
息
子
鐘
吉
は
明
治
五
年（
一
八
七

二
）生
ま
れ
だ
っ
た
が
、父
の
通
称
か
ら「
鐘
」の
字
を
引

き
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　と
こ
ろ
で
沼
津
兵
学
校
と
の
関
係
で
あ
る
。細
井
昌
徳

の
名
は
、現
在
の
と
こ
ろ
廃
藩
前
の
史
料
中
に
は
見
出
せ

な
い
。し
か
し
、明
治
五
年
九
月
、学
制
に
も
と
づ
く
小
学

校
の
設
立
に
あ
た
り
、そ
れ
ま
で
の
藩
立
小
学
校
廃
止
に

と
も
な
う
旧
藩
主
か
ら
の
慰
労
金
下
賜
の
対
象
者
と
し

て
、駿
東
・
富
士
郡
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
教
師
四
二
名

の
一
人
と
し
て
彼
の
名
が
登
場
す
る
の
で
あ
る（
拙
稿

「
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
教
授
永
井
直
方
の
日
記
」『
沼

津
市
博
物
館
紀
要
』23
）。そ
の
時
の
彼
の
肩
書
は「
教
導

筋
取
扱
」と
い
っ
た
。駿
東
・
富
士
郡
で
藩
政
時
代
か
ら
教

鞭
を
と
っ
て
い
た
者
た
ち
と
は
、沼
津
兵
学
校
附
属
小
学

校
と
そ
の
分
校
で
あ
る
沢
田
学
校
所
・
厚
原
小
学
所
・
万

野
原
学
校
所
の
教
員
た
ち
で
あ
る
。教
導
筋
取
扱
と
し
て

細
井
と
名
を
並
べ
て
い
る
原
源
次
郎
は
、富
士
郡
居
住
の

旧
幕
臣
を
管
理
し
た
沼
津
勤
番
組
九
番
頬
世
話
役
介

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り（『
沼
津
御
役
人
附
』）、そ

う
な
る
と
細
井
も
富
士
郡
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が

高
く
、勤
務
先
は
富
士
郡
に
置
か
れ
た
厚
原
小
学
所
か
万

野
原
学
校
所
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。た
だ
し
、現
在

知
ら
れ
て
い
る
両
校
の
教
員
中
に
二
人
の
名
前
は
な
い
。

　後
年
、江
原
素
六
は
講
演
の
中
で
、沼
津
兵
学
校
の
附

属
小
学
校
を
複
数
設
置
し
た
際
の
苦
労
話
と
し
て
、ど
の

村
で
も
百
姓
た
ち
が
迷
惑
が
る
の
を
何
と
か
説
得
し
な

が
ら
、六
か
所
、も
し
く
は
一
〇
か
所
ほ
ど
に
学
校
を
建

て
た
と
述
べ
る（「
維
新
以
来
の
教
育
を
回
顧
す
」『
斯
民
』

第
五
編
第
一
号
、一
九
一
〇
年
四
月
）。現
在
知
ら
れ
て
い

る
兵
学
校
附
属
小
学
校
は
、本
校
・
分
校
合
わ
せ
、前
述
し

た
よ
う
に
沼
津
・
沢
田
・
厚
原
・
万
野
原
の
四
か
所
の
み
で

あ
り
、六
校
も
し
く
は
一
〇
校
と
い
う
の
は
多
す
ぎ
る
。

　し
か
し
、明
治
五
年
九
月
、江
原
が
主
導
し
て
駿
東
・
富

士
郡
下
で
学
制
に
依
拠
し
た
最
初
の
公
立
小
学
校
を
設

立
し
よ
う
と
し
た
際
の
計
画
で
は
、藩
立
小
学
校
を
そ
の

ま
ま
継
承
す
る
沼
津（
第
一
校
）・
沢
田（
第
二
校
）・
厚
原

（
第
四
校
）・
万
野
原（
第
七
校
）に
加
え
、長
窪（
第
三
校
、

現
長
泉
町
）・
蓼
原（
第
五
校
、現
富
士
市
）・
大
宮（
第
六
校
、 富士市中里

細井昌徳の墓碑

現
富
士
宮
市
）の
三
校
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。全
七
校
で

あ
れ
ば
、先
の
江
原
の
講
演
内
容
と
は
符
合
す
る
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、こ
れ
ら
三
か
所
に
は
、廃
藩
前
に
、す

で
に
静
岡
藩
立
の
小
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
？

　そ
れ
と
も
、三
校
は
あ
く
ま
で
廃
藩
後
の
新
設

計
画
に
す
ぎ
ず
、先
の
江
原
の
回
想
は
藩
政
時
代
の
こ
と

と
廃
藩
後
の
こ
と
を
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

　元
長
窪
村
は
沢
田
・
万
野
原
と
同
じ
く
士
族
長
屋
が
建

て
ら
れ
た
静
岡
藩
士
の
集
住
地
だ
が
、蓼
原
村
・
大
宮
町

は
そ
れ
と
は
違
う
。と
は
い
え
、士
族
集
住
地
で
な
い
の

は
厚
原
も
同
じ
だ
っ
た
。元
長
窪
で
は
旧
幕
臣
林
如
山
が

円
蔵
寺
で
子
弟
を
教
え
た
ほ
か（
大
野
虎
雄「
元
長
窪
土

着
士
族
の
事
業
」『
静
岡
県
郷
土
研
究
』第
十
八
輯
）、蓼
原

に
は
明
治
元
年
か
ら
旧
幕
臣
磯
部
物
外
が
開
い
た
私
塾

が
あ
っ
た
が（『
静
岡
県
富
士
郡
誌
』）、い
ず
れ
も
藩
立
小

学
校
で
は
な
い
。

　藩
政
時
代
か
ら
富
士
郡
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
ら
し

い
も
の
の
、厚
原
・
万
野
原
の
教
員
中
に
は
見
当
た
ら
な

い
細
井
昌
徳
の
存
在
は
、蓼
原
・
大
宮
に
未
知
の
藩
立
小

学
校
が
実
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、そ
れ
は
全
く
の
的
外
れ
か
も
し
れ
な
い
。

　墓
誌
の
選
者
田
辺
太
一
が
沼
津
兵
学
校
一
等
教
授

だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、そ
の
文
面
は
細
井

と
沼
津
兵
学
校
と
の
関
り
に
つ
い
て
は
何
も
伝
え
て
く

れ
て
い
な
い
。

　ち
な
み
に
、昌
徳
の
子
鐘
吉
は
、富
士
郡
在
住
で
沼
津

勤
番
組
九
番
頬
頭
取
だ
っ
た
小
西
敬
之（
数
馬
）の
娘
や

す
と
結
婚
し
、夫
婦
と
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
、後
年

は
救
世
軍
で
活
動
し
た
。や
す
は
東
洋
英
和
女
学
校
の
出

身
だ
っ
た
と
い
う
。小
西
は
江
原
素
六
と
同
じ
撒
兵
隊
に

属
し
た
人
。昌
徳
と
同
じ
く
湖
頭
舎
で
教
鞭
を
と
っ
た
旧

幕
臣
教
師
に
は
、明
治
十
年
代
に
江
原
の
富
士
郡
で
の
布

教
活
動
に
協
力
し
た
磯
正
民
が
い
た
。富
士
郡
在
住
の
旧

幕
臣
と
江
原
と
は
、キ
リ
ス
ト
教
を
介
し
て
も
つ
な
が
り

が
維
持
さ
れ
た
ら
し
い
。

　本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、細
井
邦
生
様
か
ら
は
、昌
徳
の

弟
辰
五
郎
が
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
戦
死
し
た
こ
と
な
ど
、

こ
こ
に
記
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
含
め
様
々
な
情
報

提
供
を
い
た
だ
い
た
た
。記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
樋
口
雄
彦
）

細井邦生氏提供
細井昌徳



　富
士
市
中
里
に
以
下
の
よ
う
な
銘
文
が
刻
ま
れ
た
墓

碑
が
立
っ
て
い
る
。

　細
井
先
生
之
墓（
題
額
）

　細
井
先
生
名
昌
徳
家
世
仕
幕
府
為
与
力
明
治
維
新
随

　徳
川
氏
移
居
駿
河
為
湖
頭
小
学
校
長
補
訓
導
先
生
教

　人
恂
々
不
倦
生
徒
悦
服
官
数
賜
物
賞
之
廿
五
年
改
湖

　頭
為
須
津
仍
為
其
長
廿
九
年
十
一
月
廿
七
日
歿
年
五

　十
七
受
業
者
謀
立
石
以
表
其
徳
請
余
文
先
生
長
子
鐘

　吉
曽
游
余
門
余
不
能
辞
為
之
銘
曰

　
　古
郷
先
生

　死
而
祭
社

　求
之
於
今

　君
其
人
也

　
　墓
石
三
尺

　母
請
久
麼

　

 

行
者
脱
帽

　騎
者
下
馬

　明
治
三
十
年
一
月

　正
四
位
勲
三
等
田
辺
太
一
撰
文

　并
書

　細
井
昌
徳
は
与
力
と
し
て
幕
府
に
仕
え
た
家
の
人
で

あ
り
、維
新
後
は
駿
河
に
移
住
し
、富
士
郡
の
湖
頭
小
学

校
の
校
長
・
訓
導
と
な
っ
た
。そ
の
教
育
は
行
き
届
き
、生

徒
は
み
な
心
服
し
、官
か
ら
褒
賞
を
授
か
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
だ
っ
た
。明
治
二
五
年（
一
八
九
二
）に
須
津
小
学
校

と
校
名
が
改
ま
っ
た
後
も
校
長
を
つ
と
め
、二
九
年（
一

八
九
六
）一
一
月
二
七
日
、五
七
歳
で
没
し
た
。教
え
子
た

ち
は
墓
碑
の
建
設
を
計
画
し
た
。墓
誌
の
撰
文
を
依
頼
さ

れ
た
田
辺
太
一
は
、昌
徳
の
子
鐘
吉
が
か
つ
て
門
人
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、断
る
こ
と
が
で
き
ず
、こ
の
文
章
を
書
い

た
、と
い
っ
た
こ
と
が
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。な
お
、墓

碑
の
基
台
に
は
発
起
人
、つ
ま
り
教
え
子
た
ち
の
名
も
列

記
さ
れ
て
い
る
。

　他
の
文
献
に
よ
れ
ば
、昌
徳
は
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

九
月
に
富
士
郡
中
里
村（
現
富
士
市
）に
開
校
し
た
小
学

校
・
湖
頭
舎
に
赴
任
、そ
の
校
長
に
な
っ
た
の
は
一
五
年

（
一
八
八
二
）二
月
の
こ
と
と
さ
れ
る
。一
九
年（
一
八
八

六
）に
中
里
尋
常
小
学
校
と
改
称
、さ
ら
に
須
津
尋
常
小

学
校
と
改
称
し
た
の
は
二
三
年（
一
八
九
〇
）の
こ
と

だ
っ
た
の
で（『
須
津
小
学
校
の
歴
史
』）、墓
誌
に
は
正
確

さ
に
欠
け
る
部
分
も
あ
る
ら
し
い
。

　そ
も
そ
も
、安
政
四
年（
一
八
五
七
）四
月
二
九
日
に
昌

平
黌
の
二
階
通
稽
古
を
申
し
込
み
、五
月
二
六
日
に
初
め

て
教
授
佐
藤
一
斎（
捨
蔵
）に
面
会
し
授
業
に
参
加
し
た
、

「
先
手
稲
葉
金
之
丞
組
同
心
半
兵
衛
子
見
習
細
井
鐘
之

助
」（『
昌
平
坂
学
問
所
日
記
』Ⅲ
）な
る
人
物
が
細
井
昌
徳

そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。な
ぜ
な
ら
、子
孫
宅
に

残
さ
れ
た
戸
籍
で
は
昌
徳
の
父
親
の
名
前
は「
半
平
」と

さ
れ
て
お
り
、た
ぶ
ん
百
官
名
の
使
用
禁
止
を
指
令
し
た

明
治
二
年
七
月
の
藩
布
達
に
も
と
づ
き
、「
兵
衛
」を「
平
」

に
改
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。そ
う
な
る
と
、父
は
先
手
同

心
、昌
徳
自
身
も
先
手
同
心
見
習
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

墓
誌
に
記
さ
れ
た「
与
力
」は
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

稲
葉
金
之
丞
正
師
は
先
手
弓
頭
を
つ
と
め
た
旗
本
で
あ

り
、そ
の
部
下
と
し
て
与
力
一
〇
人
、同
心
二
〇
人
が
配

属
さ
れ
て
い
た
の
で
、細
井
家
は
定
員
二
〇
人
の
同
心
の

一
軒
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。鐘
之
助
こ
と
昌
徳
は
、文
久

元
年（
一
八
六
一
）五
月
一
三
日
に
は
昌
平
黌
へ
入
寮
し
、

通
学
生
か
ら
寮
生
に
変
わ
っ
た
。

　東
京
へ
出
て
中
央
官
庁
で
活
躍
し
た
洋
学
者
に
対
し
、

明
治
初
年
静
岡
県
内
で
小
学
校
教
師
を
つ
と
め
た
旧
幕

臣
に
は
漢
学
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。昌
平
黌
の
鐘
之
助

と
湖
頭
舎
の
昌
徳
を
同
一
人
物
と
考
え
る
理
由
も
そ
こ

に
あ
る
。ま
た
、昌
徳
の
息
子
鐘
吉
は
明
治
五
年（
一
八
七

二
）生
ま
れ
だ
っ
た
が
、父
の
通
称
か
ら「
鐘
」の
字
を
引

き
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　と
こ
ろ
で
沼
津
兵
学
校
と
の
関
係
で
あ
る
。細
井
昌
徳

の
名
は
、現
在
の
と
こ
ろ
廃
藩
前
の
史
料
中
に
は
見
出
せ

な
い
。し
か
し
、明
治
五
年
九
月
、学
制
に
も
と
づ
く
小
学

校
の
設
立
に
あ
た
り
、そ
れ
ま
で
の
藩
立
小
学
校
廃
止
に

と
も
な
う
旧
藩
主
か
ら
の
慰
労
金
下
賜
の
対
象
者
と
し

て
、駿
東
・
富
士
郡
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
教
師
四
二
名

の
一
人
と
し
て
彼
の
名
が
登
場
す
る
の
で
あ
る（
拙
稿

「
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
教
授
永
井
直
方
の
日
記
」『
沼

津
市
博
物
館
紀
要
』23
）。そ
の
時
の
彼
の
肩
書
は「
教
導

筋
取
扱
」と
い
っ
た
。駿
東
・
富
士
郡
で
藩
政
時
代
か
ら
教

鞭
を
と
っ
て
い
た
者
た
ち
と
は
、沼
津
兵
学
校
附
属
小
学

校
と
そ
の
分
校
で
あ
る
沢
田
学
校
所
・
厚
原
小
学
所
・
万

野
原
学
校
所
の
教
員
た
ち
で
あ
る
。教
導
筋
取
扱
と
し
て

細
井
と
名
を
並
べ
て
い
る
原
源
次
郎
は
、富
士
郡
居
住
の

旧
幕
臣
を
管
理
し
た
沼
津
勤
番
組
九
番
頬
世
話
役
介

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り（『
沼
津
御
役
人
附
』）、そ

う
な
る
と
細
井
も
富
士
郡
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が

高
く
、勤
務
先
は
富
士
郡
に
置
か
れ
た
厚
原
小
学
所
か
万

野
原
学
校
所
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。た
だ
し
、現
在

知
ら
れ
て
い
る
両
校
の
教
員
中
に
二
人
の
名
前
は
な
い
。

　後
年
、江
原
素
六
は
講
演
の
中
で
、沼
津
兵
学
校
の
附

属
小
学
校
を
複
数
設
置
し
た
際
の
苦
労
話
と
し
て
、ど
の

村
で
も
百
姓
た
ち
が
迷
惑
が
る
の
を
何
と
か
説
得
し
な

が
ら
、六
か
所
、も
し
く
は
一
〇
か
所
ほ
ど
に
学
校
を
建

て
た
と
述
べ
る（「
維
新
以
来
の
教
育
を
回
顧
す
」『
斯
民
』

第
五
編
第
一
号
、一
九
一
〇
年
四
月
）。現
在
知
ら
れ
て
い

る
兵
学
校
附
属
小
学
校
は
、本
校
・
分
校
合
わ
せ
、前
述
し

た
よ
う
に
沼
津
・
沢
田
・
厚
原
・
万
野
原
の
四
か
所
の
み
で

あ
り
、六
校
も
し
く
は
一
〇
校
と
い
う
の
は
多
す
ぎ
る
。

　し
か
し
、明
治
五
年
九
月
、江
原
が
主
導
し
て
駿
東
・
富

士
郡
下
で
学
制
に
依
拠
し
た
最
初
の
公
立
小
学
校
を
設

立
し
よ
う
と
し
た
際
の
計
画
で
は
、藩
立
小
学
校
を
そ
の

ま
ま
継
承
す
る
沼
津（
第
一
校
）・
沢
田（
第
二
校
）・
厚
原

（
第
四
校
）・
万
野
原（
第
七
校
）に
加
え
、長
窪（
第
三
校
、

現
長
泉
町
）・
蓼
原（
第
五
校
、現
富
士
市
）・
大
宮（
第
六
校
、

現
富
士
宮
市
）の
三
校
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。全
七
校
で

あ
れ
ば
、先
の
江
原
の
講
演
内
容
と
は
符
合
す
る
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、こ
れ
ら
三
か
所
に
は
、廃
藩
前
に
、す

で
に
静
岡
藩
立
の
小
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
？

　そ
れ
と
も
、三
校
は
あ
く
ま
で
廃
藩
後
の
新
設

計
画
に
す
ぎ
ず
、先
の
江
原
の
回
想
は
藩
政
時
代
の
こ
と

と
廃
藩
後
の
こ
と
を
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

　元
長
窪
村
は
沢
田
・
万
野
原
と
同
じ
く
士
族
長
屋
が
建

て
ら
れ
た
静
岡
藩
士
の
集
住
地
だ
が
、蓼
原
村
・
大
宮
町

は
そ
れ
と
は
違
う
。と
は
い
え
、士
族
集
住
地
で
な
い
の

は
厚
原
も
同
じ
だ
っ
た
。元
長
窪
で
は
旧
幕
臣
林
如
山
が

円
蔵
寺
で
子
弟
を
教
え
た
ほ
か（
大
野
虎
雄「
元
長
窪
土

着
士
族
の
事
業
」『
静
岡
県
郷
土
研
究
』第
十
八
輯
）、蓼
原

に
は
明
治
元
年
か
ら
旧
幕
臣
磯
部
物
外
が
開
い
た
私
塾

が
あ
っ
た
が（『
静
岡
県
富
士
郡
誌
』）、い
ず
れ
も
藩
立
小

学
校
で
は
な
い
。

　藩
政
時
代
か
ら
富
士
郡
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
ら
し

い
も
の
の
、厚
原
・
万
野
原
の
教
員
中
に
は
見
当
た
ら
な

い
細
井
昌
徳
の
存
在
は
、蓼
原
・
大
宮
に
未
知
の
藩
立
小

学
校
が
実
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、そ
れ
は
全
く
の
的
外
れ
か
も
し
れ
な
い
。

　墓
誌
の
選
者
田
辺
太
一
が
沼
津
兵
学
校
一
等
教
授

だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、そ
の
文
面
は
細
井

と
沼
津
兵
学
校
と
の
関
り
に
つ
い
て
は
何
も
伝
え
て
く

れ
て
い
な
い
。

　ち
な
み
に
、昌
徳
の
子
鐘
吉
は
、富
士
郡
在
住
で
沼
津

勤
番
組
九
番
頬
頭
取
だ
っ
た
小
西
敬
之（
数
馬
）の
娘
や

す
と
結
婚
し
、夫
婦
と
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
、後
年

は
救
世
軍
で
活
動
し
た
。や
す
は
東
洋
英
和
女
学
校
の
出

身
だ
っ
た
と
い
う
。小
西
は
江
原
素
六
と
同
じ
撒
兵
隊
に

属
し
た
人
。昌
徳
と
同
じ
く
湖
頭
舎
で
教
鞭
を
と
っ
た
旧

幕
臣
教
師
に
は
、明
治
十
年
代
に
江
原
の
富
士
郡
で
の
布

教
活
動
に
協
力
し
た
磯
正
民
が
い
た
。富
士
郡
在
住
の
旧

幕
臣
と
江
原
と
は
、キ
リ
ス
ト
教
を
介
し
て
も
つ
な
が
り

が
維
持
さ
れ
た
ら
し
い
。

　本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、細
井
邦
生
様
か
ら
は
、昌
徳
の

弟
辰
五
郎
が
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
戦
死
し
た
こ
と
な
ど
、

こ
こ
に
記
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
含
め
様
々
な
情
報

提
供
を
い
た
だ
い
た
た
。記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
樋
口
雄
彦
）

細井邦生氏提供
第二次長州征討時に撮影

小西敬之

　

　

　

　

　令和４年５月15日（日）
JR沼津駅北口広場に新しく
建立された江原素六の銅像
の除幕式と献茶式が挙行さ
れました。

公益社団法人江原素六先生
顕彰会によって、江原素六誕
生180周年・没後100周年を
記念して建立されました。

史料館の イベント
高校生のための
　　一日学芸員体験講座　
学芸員の仕事を体験しよう！
対　象：沼津市在住・通学の高校生
月　日：8月4日（木） 10時～12時
定　員：10名程度（先着順）
　　　 8月3日までに電話で申込
持ち物：筆記用具・飲み物
参加費：無料

小学生歴史教室　
～聞いて・みて・考えよう
　　私たちが住むまちの戦争のこと～
戦争体験者の話を聞いて、
　　　　　戦争史跡を見に行こう！
対　象：沼津市内の小学校4～6年生
月　日：8月9日（火） 9時30分～12時
定　員：10名程度
持ち物：飲み物・筆記用具・タオル・帽子
参加費：保険料1人24円

マイクロバスで市内の戦争史跡を見学しよう！
対　象：市内の小学校4～6年生とその保護者
月　日：8月10日（水） 9時～12時
　　　 8月11日（木・祝） 9時～12時
定　員：各回ともに10名程度
持ち物：筆記用具・飲み物・タオル・帽子
参加費：保険料1人24円、資料代1冊300円

平和を考える戦争史跡めぐり　

平和を考える戦争史跡めぐり・小学生
歴史教室は、7月31日（日）16時30分
までに電話、FAX、メール、直接のいず
れかでお申込みください。応募者多数
の場合は抽選となります。
詳しくはお問い合わせください。

沼津市明治史料館通信
第150号

令和４年7月25日
編集・発行　沼津市明治史料館
〒410-0051 沼津市西熊堂372-1

TEL 055-923-3335
FAX 055-925-3018
印刷　株式会社 耕文社

おしらせ

二
〇
二
二
年
七
月

■江原素六とその周辺　64
　　　　　　　江原素六と広岡浅子

■シリーズ　沼津兵学校とその人材　106
　　　　　　　細井昌徳とその墓碑

■おしらせ

通
巻
150
号

全国協同伝道門司市長尾氏官舎前記念写真
明治学院歴史資料館蔵

中央、着席の人物左端が江原素六、その隣が広岡浅子。

木
村
清
松

　
　宮
川
経
輝

三
浦
宗
四
郎

　
　森
村
市
左
衛
門

井
深
梶
之
助

　
　広
岡
浅
子

長
尾
半
平

　
　江
原
素
六


